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教育委員会の話

１. 子供たちが生きる社会

２. 学びはどう変わるのか

３. 学校再整備に向けて



2葉 ⼭ 町 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課
Board of Educat ion General Af fa i rs Div is ion

直訳は「縮む」。ビジネスなどで、事業規模
の縮⼩や、業績が下がったり消費が落ち込ん
だりすることなどを表現します。ここでは経
済や社会の縮⼩を表現します。

不確実な時代を指す略語
Volatility（変動性・不安定さ）
Uncertainty（不確実性・不確定さ）
Complexity（複雑性）
Ambiguity（曖昧性・不明確さ）

“縮⼩”

（シュリンク） （ヴーカ）

AI

１.子どもたちが生きる社会

“変化”
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超少子高齢化時代（日本）
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⻑柄

葉⼭町のこれまでと将来

別荘の時代 人口急増期

疎開・
定住に

よる急増

多くの
団地開発

高度
経済

成⻑期

成⻑から一定の完成まで 人口減少期・新たな住宅都市の創造へ

⾃然・非日常（別荘⽂化）・都市感覚（人口流
⼊）が融合し葉⼭生活⽂化が形成された時期

堀内の人口が圧倒的に多い

1985年⻑柄が堀内を上回る

2010年ピーク32,766人

43.7%
高齢化率のピーク

1991年一色が堀内を上回る

2060年 26,077人
ピーク比人口約20％減
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世界の時価総額の変化

上位20位以内

14社

0社

日本のトップはトヨタ⾃動⾞で31位
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実質賃⾦指数の推移の国際比較

全国労働組合総連合作成資料

⽇本だけ賃⾦が上がっていない
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地球温暖化

環境省HP︓COOL CHOICE「地球温暖化の現状」
IPCC第5次評価報告書の概要 -第1作業部会(⾃然科学的根拠)【2014年12月改訂】
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Society5.0時代の到来

 Iotによる知識・情報の共有、新たな価値の創造による課題解決
 AIによる情報の最適処理による課題解決
 イノベーションを通じた閉塞感の打破、一人一人が活躍できる社会

内閣府HP参考︓https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/
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必要とされる能⼒等の変化

未来人材ビジョン(経済産業省・R4.5）
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２. 学びはどう変わるのか
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これまでの学び、これからの学び

知識を詰め込む学習
⾃分で考え⾏動できる⼒の獲得

一⻫指導・受動的 学びの支援・課題解決学習

社会の変化

これまで これから

ウェルビーイング
多様性・インクルージョン学歴重視・同調圧⼒

知識の習得
＋
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好きなことに夢中になれる教育への転換

「未来の教室」が目指す姿（経済産業省）
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探究的な学びの重要性

教育を２つの機能に分け、レイヤー構造として捉え直すべきではないか。

①「知識」の習得 × ②「探究（”知恵”）⼒」の鍛錬

未来人材ビジョン(経済産業省・R4.5）
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⾃律等に関する意識調査結果からの課題

18歳意識調査「第２０回-社会や国に対する意識調査-」要約版
（日本財団2019年11月30日）
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３. 学校再整備に向けて



16葉 ⼭ 町 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課
Board of Educat ion General Af fa i rs Div is ion

スクールミッション・ポリシー
 各校の在り方を検討する上で、各校が育成を目指す資質・能⼒を明確化することが重要
 学校教育目標等が抽象的でわかりにくい、校内外への共有・浸透が不⼗分といった指摘

これからの高等学校教育について（令和2年11月25日⽂部科学省初等中等教育局参事官）を参考に作成

スクールミッション
 学校教育における最上位の理念
 各校の存在意義
 期待される社会的役割
 目指すべき学校像

児童生徒の状況・意向・期待、学校の歴史・伝統、現在の社会・地域の実情、将来の社会像・地域像などを踏まえて決定する。

スクールポリシー
 教育活動を一貫した 体系的なものへ再編成
 教育の継続性を担保

 学習意欲を喚起し、学校生活や将来に対する展望を持ちやすい表現・内容
 総花的なものとせず真に重点的に取り組む内容を示す
 日々の教育活動の検証等を通じて⾒直す

町が定める

学校が定める

育成を目指す資質・能⼒に関する⽅針
（グラデュエーション・ポリシー）

教育課程の編成及び実施に関する⽅針
（カリキュラム・ポリシー）

入学者の受入れに関する⽅針
（アドミッション・ポリシー）
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目的を共有した教育の展開

子ども

町

学校

保護者

地域

学校
スクールミッション

スクールポリシー

コミュニティスクール
×

地域学校協働本部
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新しい学び舎の方向性

シュリンク ヴーカ

と の時代を生きる児童生徒に対し

⾃分で 深く考え スキルを活かして ⾏動できる ⼒を獲得する鍛錬を

９年間の系統性が最⼤限に生かせるカリキュラム・環境 で

学ぶため ⼩中一貫教育に最適な学校 の整備を目指す

AI+



19葉 ⼭ 町 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課
Board of Educat ion General Af fa i rs Div is ion

⼩中一貫教育の成果

平成29年⼩中一貫教育の導⼊状況調査（⽂部科学省） 24
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⼩中一貫校施設形態別の満⾜度

（抜粋）一体型は⼩学校段階と中学校段階の物理的な距離が近いため，⼩中一貫教育を運営しやすく，
施設的な効果も感じやすいという一般的な想定が裏付けられる形となった。また，一体型は新改築によ
り整備されている割合が高いため築年数が比較的浅く，児童生徒数あたりの保有⾯積にも比較的余裕が
あるため，これらも要因となっていることが考えられる。

義務教育学校等の施設計画の推進に関する調査研究報告書
（平成３０年８月国⽴教育政策研究所 ⽂教施設研究センター）
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学校再整備に向けて想定される課題

 平地⾯積の確保
 再整備の期間中の仮設校舎への通学
 １校約50億円の整備費
 グラウンド⾯積
 プール
 その他

平地面積
ＣＡＤ計測：１２,８７５㎡

引用元：Google社「Googleマップ」

⻑柄・堀内地区の⼩中一貫校イメージ

グラウンド

複合施設

新校舎

Ｎ
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学校再整備に係る期間の想定

R7 ― 1年目 2年目 3年目 4年目 ５年目 6年目 7年目 8年目

⼩中一貫校
建設敷地

基
本
方
針
公
表

周
知
・
調
整
機
関

解体

敷地造成・新校舎建設等
施設一体型
⼩中一貫校
スタート

基本計画・
支援業務

プロポーザ
ル・設計施
工一括

工事監理業務

仮設校舎
建設敷地

建設 仮設校舎借り上げ 解体

設計 工事監理
業務
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新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について
（令和4年3月学校施設の在り方に関する調査研究協⼒者会議）

新しい時代の学びを実現する学校施設
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学校施設の再整備に向けた取組の流れ

R4
ヒントを集める・準備する

夢を語る
R5

R6
夢を⽅針に変換する
町制100周年

 スクールミーティング（PTA）
 リノベーション可能性調査 など

R7〜

 第四次教育総合プラン
 学校施設の再整備に関する方針の公表 など

 学校の再整備に向けた
具体的な取り組み
（中⻑期）

夢をかたちにしていく

 スクールミーティング（学校運営協議会）
 学校施設あり方検討委員会の設置 など
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検討の⼤まかな流れと体制

前提

施設一体型
小中一貫校
が望ましい

ステップ１

⼩中一貫校
建設に係る
シナリオの
検討

⼩中一貫校建設
に係るシナリオを
多角的に検証

 学区と人口分布
 通学
 安全性 など

令和７年
方針公表

⼩中一貫校
建設候補地
の仮決定

教育委員会の⽅針

 配置計画
 再整備中の問題
 費用・工期 など

 技術的・専門的
 共創（複合化）
 防災 など

ステップ２ ステップ３

① 町議会への説明

④ 学校施設あり方検討委員会（年度末から検討をスタートする予定）

③ 学校運営協議会（⻑柄⼩・南郷中の合同協議会、葉⼩・上⼩・一色⼩・葉中の合同協議会ほか）

② 将来の公共施設・学校・公園を考える意⾒交換会（町内会役員を対象）


